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(1)　第1899号　2023年２月25日

県
本
部
第
１
回
中
央
委
員
会

自
治
労
組
織
拡
大
に
む
け
全
力

　
県
本
部
は
、
２
月
　
日
に

17

第
１
回
中
央
委
員
会
を
開

き
、
２
０
２
２
確
定
期
の
取

り
組
み
報
告
と
２
０
２
３
春

闘
方
針
、
当
面
の
闘
争
方
針

な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
千
歳
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
原
発
政
策
の
転
換
や
物

価
高
へ
の
対
応
、
防
衛
費
増

額
な
ど
を
主
張
す
る
岸
田
政

権
に
抗
す
る
に
は
政
治
の
流

れ
を
変
え
る
し
か
な
い
と

し
、
４
月
　
日
の
統
一
自
治

23

体
選
で
の
３
人
の
組
織
内
議

員
と
推
薦
す
る
候
補
者
必
勝

へ
の
取
り
組
み
を
訴
え
ま
し

た
。
春
闘
期
か
ら
賃
金
や
労

働
条
件
改
善
に
む
け
て
労
使

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

要
求
書
は
村
長
へ
手
交

職
員
の
一
時
金
引
き
上
げ
）

に
つ
な
が
っ
た
要
因
だ
と
思

い
ま
す
。

　
家
族
看
護
休
暇
に
つ
い
て

は
、「
子
の
看
護
休
暇
で
は

対
象
者
が
一
部
だ
が
、
家
族

看
護
休
暇
は
対
象
者
が
ほ
ぼ

全
て
の
組
合
員
に
な
り
、
公

平
な
休
暇
で
あ
る
こ
と
」

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

推
進
の
観
点
か
ら
も
対
外
的

な
Ｐ
Ｒ
に
な
る
こ
と
」
な
ど

を
訴
え
、
要
求
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
２
１

年
４
月
か
ら
家
族
看
護
休
暇

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
対
象
は
「
父
母
、
配
偶

者
の
父
母
、
義
務
教
育
終
了

前
ま
で
の
子
」
に
留
ま
り
、

組
合
側
が
要
求
し
た
「
全
て

の
子
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
た
め
、
２
０
２

２
確
定
期
で
は
「
子
の
要
件

を
「
全
て
の
子
」
と
す
る
こ

と
」
を
最
重
点
要
求
項
目
と

し
、
村
長
に
直
接
必
要
性
を

訴
え
た
結
果
、
県
内
２
番
目

の
早
さ
で
「
子
の
要
件
を

「
全
て
の
子
」」
と
す
る
回
答

を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
組
合
員
の
声
を
聞

き
、
職
場
環
境
の
改
善
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

（
書
記
長
　
浅
野
進
太
朗
）

協
議
が
必
須
で
あ
り
組
合
員

の
声
を
も
と
に
全
単
組
で
要

求
書
提
出
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
勤
勉
手
当
支
給
を
可

能
に
す
る
今
国
会
の
法
案
提

出
か
ら
も
会
計
年
度
任
用
職

員
の
組
織
化
、
４
月
新
規
採

用
職
員
の
組
合
加
入
も
合
わ

せ
た
組
織
拡
大
を
求
め
ま
し

た
。
　
確
定
闘
争
報
告
で
は
、
県

職
連
合
と
東
海
村
職
で
家
族

看
護
休
暇
の
取
得
範
囲
拡
充

と
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
手
当
の
引
き
上
げ
、
鹿
嶋

市
職
は
不
妊
治
療
休
暇
の
拡

充
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案
「
２
０
２
２

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
総

括
」
は
、
こ
れ
ま
で
現
業
職

場
で
は
退
職
者
不
補
充
が
続

い
た
も
の
の
高
萩
市
で
調
理

員
が
公
募
さ
れ
る
な
ど
好
事

例
も
報
告
さ
れ
、
日
頃
か
ら

の
粘
り
強
い
要
求
と
交
渉
を

提
案
し
ま
し
た
。

　
第
２
号
議
案
「
２
０
２
３

自
治
労
茨
城
春
闘
方
針
」
で

は
、「
あ
な
た
の
声
で
は
じ

県本部第123回臨時大会
日時 2023年３月10日（金） 13：30～
場所 ひたちなか市　那珂湊総合福祉センター
内容 当面の闘争方針（案）
 2023年スポーツ大会茨城県大会（案）
 特別執行委員の承認(案)、役員選挙

ま
る
春
闘
」
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
組
合
員
の
声
を
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
し
て
聞
き
取

り
、
単
組
モ
デ
ル
要
求
書
の

活
用
や
生
活
・
労
働
実
態
調

査
結
果
に
基
づ
い
た
要
求
書

の
提
出
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
第
３
号
議
案「
当
面
の
闘

争
方
針
」は
、
主
に
新
規
採

用
職
員
や
未
加
入
者
の
組
合

加
入
に
む
け
た
組
織
化
へ
の

取
り
組
み
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
中
央
委
員
か
ら
は
、「
労

働
・
生
活
実
態
調
査
」
を

ウ
ェ
ブ
併
用
と
し
た
結
果
、

回
答
数
の
減
少
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
２
３
年
度

補
正
予
算
、
専
従
役
員
の
数

お
よ
び
役
職
の
承
認
、
選
挙

委
員
の
選
出
の
提
案
を
行

い
、
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成

多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

県本部で開いた第１回中央委員会

春闘総決起集会に108人が結集

春
闘
方
針
を
提
起
す
る
青
木

総
合
組
織
局
長

駅
悦
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詠

春
闘
総
決
起
集
会
で
闘
い
決
意

　
同
日
、
水
戸
市
の
ザ
・
ヒ

ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
小

ホ
ー
ル
に
場
所
を
移
し
、
３

年
ぶ
り
に
春
闘
総
決
起
集
会

を
開
き
、　
単
組
１
０
８
人

25

が
参
集
し
ま
し
た
。

　
自
治
労
本
部
か
ら
青
木
総

合
組
織
局
長
が
駆
け
つ
け
、

春
闘
方
針
を
提
起
し
ま
し

た
。
青
木
局
長
は
、
春
闘
か

ら
賃
金
改
善
要
求
、
新
採
職

員
・
会
計
年
度
任
用
職
員
の

組
織
化
、
実
態
か
ら
の
人
員

要
求
や
中
途
採
用
職
員
賃
金

改
善
な
ど
組
合
員
が
一
丸
と

な
り
取
り
組
も
う
と
話
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
者
が
決
意
表
明
を
行
い
ま

し
た
。 

 県
北
ブ
ロ
ッ
ク
  今
橋
議
長

　
日
立
市
職
は
、
春
闘
で
は

新
た
な
窓
口
設
置
の
労
働
条

件
協
議
や
時
間
外
手
当
の
支

給
に
対
し
重
点
的
に
協
議
。

 水
郡
ブ
ロ
ッ
ク
  上
田
議
長

　
ブ
ロ
ッ
ク
春
闘
討
論
集
会

を
開
き
分
散
会
実
施
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
集
約
。
単
組
別
課

題
を
把
握
し
、
首
長
に
直
接

要
求
書
提
出
め
ざ
す
。

 水
戸
ブ
ロ
ッ
ク
  川
上
代
表

　
ひ
た
ち
な
か
市
職
は
、
勤

務
時
間
短
縮
や
地
域
手
当
国

基
準
の
支
給
、
定
年
引
き
上

げ
制
度
定
数
管
理
な
ど
協

議
。
 鹿
行
ブ
ロ
ッ
ク
  新
堀
議
長

　
３
年
ぶ
り
引
き
上
げ
勧
告

で
も
物
価
上
昇
に
追
い
付
い

て
い
な
い
。
組
合
員
の
声
を

集
め
、
賃
金
改
善
や
人
員
確

保
、
長
時
間
労
働
の
改
善
な

ど
取
り
組
む
。

 県
南
ブ
ロ
ッ
ク
  作
田
議
長

　
新
採
１
０
０
％
組
織
化
に

む
け
取
り
組
む
。
単
組
が
そ

れ
ぞ
れ
要
求
書
を
提
出
し
労

働
条
件
の
改
善
を
勝
ち
取
る

よ
う
交
渉
実
施
め
ざ
す
。

 土
浦
ブ
ロ
ッ
ク
  阿
部
代
表

　
つ
く
ば
市
職
降
格
提
案
の

状
況
と
交
渉
経
過
に
つ
い
て

報
告
。
県
本
部
と
連
携
し
当

局
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
。

 県
職
ブ
ロ
ッ
ク
  

藤
枝
事
務
局
長

　
春
闘
期
に
改
善
を
求
め
る

要
求
と
同
時
に
秋
の
確
定
期

要
求
の
布
石
と
な
る
よ
う
考

慮
。
育
児
休
業
の
代
替
職
員

確
保
、
抗
が
ん
剤
治
療
の
療

養
休
暇
を
　
日
か
ら
無
制
限

90

に
す
る
よ
う
要
求
。
ま
た
、

組
織
化
に
も
取
り
組
む
。

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

　
４
月
、
職
場
に
新
た
な
仲
間
を

迎
え
ま
す
。
県
本
部
は
、
そ
の
前

段
で
あ
る
春
闘
期
か
ら
、
新
規
採

用
職
員
の
組
合
全
員
加
入
を
め
ざ

し
組
織
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
　
労
働
組
合
は
、
組
合
員
の
賃
金

や
労
働
条
件
を
守
る
た
め
活
動
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
動
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
は
、
よ
り
多
く
の

組
合
員
の
声
が
力
と
な
り
ま
す
。

　
人
の
声
を
踏
ま
え
た
要
求
書
よ

10り
１
０
０
人
の
声
を
踏
ま
え
た
要

求
書
が
よ
り
根
拠（
実
態
）の
あ
る

要
求
と
し
て
当
局
へ
訴
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
多
く
の
組
合
員
の

思
い
を
背
負
っ
て
の
団
体
交
渉

は
、
力
強
い
後
押
し
に
な
り
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
仲
間
と
の
交
流
が

減
少
し
、
新
規
採
用
職
員
で
同
期

の
仲
間
の
名
前
も
分
か
ら
な
い
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
働

く
仲
間
が
、
安
心
し
て
働
き
続
け

る
た
め
「
労
働
組
合
」
に
結
集
し
、

一
人
で
は
伝
え
ら
れ
な
い
不
安
な

思
い
や
不
満
を
「
労
働
組
合
」
か

ら
当
局
へ
要
求
し
、
改
善
を
め
ざ

し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
じ
ち
ろ
う
共

済
へ
の
加
入
、
ま
た
未
加
入
者
へ

組
合
加
入
ア
プ
ロ
ー
チ
も
行
い
な

が
ら
、
４
月
に
は
新
規
採
用
職
員

の
１
０
０
％
加
入
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

新規採用職員100％加入めざす
組合に結集し、より良い職場づくり

東海村職

確
定
期
に
前
進

家
族
看
護
休
暇

会
計
年
度
職
員
一
時
金

会
い
の
も
と
、
村
長
に
直
接

手
渡
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際

に
は
重
点
要
求
項
目
や
職
場

課
題
を
丁
寧
に
説
明
し
、
組

合
員
の
思
い
を
伝
え
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
が
今
回
の
成

果
（
家
族
看
護
休
暇
の
取
得

範
囲
拡
大
・
会
計
年
度
任
用

て
、
村
長
に
手
交
し
て
い
ま

す
。
　
水
郡
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で

は
、「
要
求
書
は
当
局
で
は

な
く
、
直
接
の
使
用
者
で
あ

る
首
長
に
手
交
す
る
」
こ
と

を
確
認
し
て
お
り
、
東
海
村

職
で
も
２
年
前
か
ら
当
局
立

　
東
海
村
職
は
、
県
本
部
２

０
２
２
確
定
闘
争
方
針
に
加

え
、
単
組
独
自
の
課
題
と
し

て
地
域
手
当
の
引
き
上
げ
や

特
殊
勤
務
手
当
新
設
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
要
求
書
を
作
成

し
、
執
行
委
員
会
と
代
議
員

を
通
じ
た
職
場
討
議
を
経

村長へ要求書を手交
（上から基本組織・現
評・青年部）
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社
会
福
祉
評
議
会
が
方
針
決
定

評
議
会
連
携
の
活
動
展
開

　
県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会

は
２
月
　
日
に
定
期
総
会
を

16

開
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
今
橋
議
長
か
ら

「
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ウ
ェ
ブ
を

活
用
し
な
が
ら
集
会
を
再
開

し
、
職
場
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
で
き
た
。
多
く

の
組
合
員
同
士
が
交
流
で
き

る
場
を
設
け
、
横
の
つ
な
が

り
を
意
識
し
た
活
動
と
し
て

い
こ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　
来
賓
の
千
歳
委
員
長
は

「
少
し
で
も
改
善
を
勝
ち
取

る
た
め
に
、
春
闘
期
か
ら
要

求
書
の
提
出
を
行
う
と
と
も

に
４
月
　
日
執
行
予
定
の
統

23

一
自
治
体
選
挙
で
は
推
薦
す

る
候
補
者
の
必
勝
の
た
め
に

取
り
組
も
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　
県
本
部
の
組
織
内
議
員
で

４
月
出
馬
予
定
の
萩
谷
慎
一

水
戸
市
議
会
議
員
も
駆
け
つ

け
、
組
合
員
の
声
を
市
政
に

活
か
し
て
い
く
と
す
る
決
意

と
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

　
横
田
副
議
長
（
ひ
た
ち
な

か
市
職
）
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
で

も
幹
事
会
で
協
議
を
重
ね
、

保
育
集
会
や
福
祉
関
係
職
場

集
会
を
数
年
ぶ
り
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
な
ど

活
動
経
過
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
活
動
方
針
は
、
保
育
集
会

や
福
祉
関
係
職
場
集
会
の
開

催
を
引
き
続
き
追
求
し
、
関

連
性
の
高
い
公
共
民
間
評
議

会
と
連
携
を
深
め
て
い
く
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
、
年
々
増
え

続
け
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
に

対
応
す
る
た
め
の
児
童
福
祉

司
等
増
員
の
政
府
予
算
措
置

を
歓
迎
す
る
一
方
、
職
員
の

早
期
離
職
も
課
題
で
あ
る
と

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

大
洗
町
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
坂
本
　
武
蔵

副
執
行
委
員
長
　
関
根
　
智
樹

副
執
行
委
員
長
　
植
田
　
芽
衣

書
　
記
　
長
　
鹿
志
村
優
吾

執
　行
　委
　員
　
鈴
木
　
円
香

執
　行
　委
　員
　
山
口
　
泰
生

執
　行
　委
　員
　
前
田
　
理
絵

執
　行
　委
　員
　
石
井
　
康
之

執
　行
　委
　員
　
尾
崎
久
美
子

単単
組組新

役

　
新
役
員員

日
立
市
社
会
福
祉
事
業
団
労

働
組
合

執
行
委
員
長
　
草
地
　
孝
幸

副
執
行
委
員
長
　
黒
澤
　
大
志

書
　
記
　
長
　
山
本
　
翔
太

執
　行
　委
　員
　
大
金
　
洋
之

執
　行
　委
　員
　
作
山
　
里
史

執
　行
　委
　員
　
大
貫
　
　
衛

１
８
９
７
号
土
浦
市
職
員
組

合
を
左
記
に
訂
正
し
ま
す
。

つ
く
ば
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
阿
部
　
秀
樹

副
執
行
委
員
長
　
棚
谷
　
佳
典

書
　
記
　
長
　
今
関
　
勇
太

執
　行
　委
　員
　
池
田
　
幸
子

執
　行
　委
　員
　
中
島
　
千
明

執
　行
　委
　員
　
渡
辺
　
真
紀

執
　行
　委
　員
　
中
村
　
清
美

　
自
治
労
本
部
主
催
の
「
地

方
財
政
セ
ミ
ナ
ー
」
が
２
月

９
日
に
開
か
れ
、
財
務
省
顧

問
で
元
財
務
事
務
次
官
の
矢

野
康
治
さ
ん
、
総
務
省
自
治

財
政
局
財
政
課
長
の
新
田
一

郎
さ
ん
、
地
方
自
治
総
合
研

究
所
の
飛
田
博
史
さ
ん
が
講

演
し
ま
し
た
。

　
矢
野
さ
ん
は
、「
わ
が
国

の
財
政
」
と
題
し
て
講
演
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
歳
出
増
で

も
税
収
が
伸
び
悩
み
赤
字
を

公
債
発
行
で
穴
埋
め
し
た
結

果
、
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
は
先
進
国
比
較
で
最
悪
の

水
準
と
説
明
。
ま
た
、
先
進

国
の
中
で
最
も
高
齢
化
が
進

み
、
社
会
保
障
費
が
１
９
９

０
年
度
と
比
べ
約
３
倍
以

上
、
租
税
収
入
と
社
会
保
障

支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の
つ
り

合
い
が
取
れ
て
い
な
い
と
し

ま
し
た
。
ま
た
、
均
衡
財
政

ル
ー
ル
は
財
政
健
全
性
の
た

め
の
ル
ー
ル
以
前
に
民
主
主

義
を
守
る
ル
ー
ル
で
あ
る
と

し
、
Ｍ
Ｍ
Ｔ
（
現
代
貨
幣
理

論
）
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　
新
田
さ
ん
は
、
２
０
２
３

年
度
地
方
財
政
に
つ
い
て
説

明
し
、
給
与
関
係
経
費
は
２

０
２
２
年
人
事
院
勧
告
や
保

健
師
・
児
童
福
祉
司
な
ど
体

制
強
化
に
よ
る
人
員
増
で
プ

ラ
ス
要
素
は
あ
る
も
の
の
、

定
年
引
き
上
げ
制
度
開
始
で

一
時
的
な
退
職
金
支
出
減
で

全
体
的
に
前
年
比
マ
イ
ナ

ス
。
社
会
保
障
関
係
経
費
を

含
む
一
般
行
政
経
費
は
、
高

齢
化
に
よ
り
増
加
傾
向
に
は

変
わ
り
な
い
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
行
政
経
費
の
う
ち
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
交
付
率
に
応
じ

た
普
通
交
付
税
割
増
は
５
０

０
億
円
程
度
を
措
置
。
防
災
 

・
減
災
の
取
り
組
み
推
進
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り

組
み
強
化
、
光
熱
費
・
資
材

価
格
高
騰
対
応
な
ど
を
考
慮

し
た
計
上
だ
と
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
地
方
財
政
の
動

向
と
課
題
に
つ
い
て
飛
田
さ

ん
が
講
演
し
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
も
国
の
財
政
出
動
に

よ
り
全
国
的
に
自
治
体
財
政

は
潤
っ
て
い
る
傾
向
で
あ
る

が
人
件
費
を
含
む
一
般
財
源

は
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
政
府
の
進
め
る
人
へ
の

投
資
政
策
を
追
い
風
に
、
組

合
は
賃
金
改
善
を
要
求
す
べ

き
と
訴
え
ま
し
た
。

児
童
相
談
所
の
現
状
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
言
を

受
け
、
事
務
局
か
ら
児
童
相

談
所
の
課
題
を
含
め
た
活
動

方
針
補
強
提
案
と
、
公
共
民

間
評
議
会
か
ら
１
人
増
の
新

執
行
体
制
に
つ
い
て
、
拍
手

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違

違違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

社会福祉評議会執行体制

議　　長 今橋　孝仁 日立市職

副　議　長 横田　和浩 ひたちなか市職

事務局長 柳生　貴史 県本部

幹　　事 小田内勝也 那珂市職

幹　　事 手塚　晴庸 行方市職

幹　　事 梅崎　修平 取手市職

幹　　事 片岸　卓也 石岡市職

幹　　事 橋谷田晋哉 県職連合

幹　　事 藤枝　芳実 県職連合

幹　　事 草地　孝幸 日立市社福労

幹  　 事 大内　智弘 東海村関連労

地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー

人
へ
の
投
資
追
い
風
に

地方財政を解説する飛田研究員

自治労茨城県本部

住民と共に歩むDX
2023年3月18日(土)
        10:00～12:00

自治労茨城県本部
水戸市桜川2-3-30

Web(Zoom)参加可
講演「デジタル時代の地方自治」
　静岡県立大学　経営情報学部講師　松岡　清志　氏
取組報告
　東海村が仕掛ける自治体DX
　～とうかい“まるごと”デジタル化構想で導く新しい役場への転換～
　東海村職員組合　副委員長　佐藤　洋輔　氏

自治研学習会自治研学習会自治研学習会

日　　時

主催・問合せ 県本部　TEL 029-224-0206

場　　所
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